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要旨:

「お忙 しいですね。」「お元気ですか。」など、 ごく自然に会話のなかで使われる。これ らは形

容詞の敬語表現であり使用頻度も高いのだが、 日本語教育において、形容詞の敬語教育を体系的

に導入 している教材は数少ない。また 「お/ご 」の選択に関 しても、「お」は和語で 「ご」は漢

語であるといった語種による判別 しか今のところ基準はないので、その基準を導入せざるを得な

い。 しか し実際には語種だけでは判別 しにくい、「?お おもしろい」「?お シンプルな」「?ご危

険な」というような、「お/ご 」の付きにくい例もある。

本稿では初級教材で扱われている形容詞を抽出 した約150語 を初級形容詞 とし形容詞の意味的

な側面、そ して文法的な側面より 「敬語 としての形容詞分類」、「形容詞の敬語表現」、「「お/ご 」

の付加」の3点 を軸 に考察を進め、2つ の考察結果が得 られた。「(お/ご)～ て/で いらっしゃ

る」は 「?社長のおかばんは大きくていらっしゃる。」のように、高めようとする人を主語には

せず、「もの」のときには 「お/ご ～です」を選択する傾向が強いことがわかった。 また 「お/

ご」は初級形容詞の範囲では 「外来語」「「お」で始まる語」 には付かず、その他の条件である

「モーラ数の多い語」「悪感情を持つ語」「ある意味の語」はあくまで付かない傾向にあるという

に留まり、条件として提示するには例外 も多いことがわかった。

キーワー ド:日 本語教育 初級形容詞 形容詞謙譲表現 敬語形容詞分類 「お/ご 」

は じめ に

日本語教育において形容詞の敬語表現が体系的に導入された教材例は今のところ見つかってい

ない。 日本語教育で代表的な教材である 『みんなの日本語』(2005)で さえ形容詞の敬語表現が

提示されておらず、初級後半で 「お忙 しいですね。」「お元気ですか。」など会話の表現として提

示されるに留まっている。 そこには、「お/ご 」を付加 さえすれば敬語になるため、形容詞の敬

語表現を単語 レベルで捉えればよく、体系的な指導の導入の必要性が低いという考えがあるのだ



ろ う。 しか し 「お/ご 」 の付 加 は難 し く、 「一 生 懸 命」 は 「ご一 生 懸 命」 に な る のか 、 「お大 き い」

とい う表 現 は可 能 で あ るの か な ど明確 に提 示 さ れ て い な い の が現 状 で あ る。

形容 詞 の敬 語 表 現 につ い て敬 語 表 現 を概 観 す る代 表 的 な先 行 研 究 は辻 村(1992)、 菊 地(1997)、

に あ り、 形 容詞 の 敬語 表 現 に つ い て は細 川(1995)が あ る。 しか しど れ も後 述 す る よ うな、 高 め

よ う とす る人 に 関 す る 「もの」 の記 述 に ま で は言 及 して い な い。 ま た これ らの先 行 研 究 は 「お/

ご」 の付 加 判 断 を語 種 で あ る と述 べ て い る。

接 頭 辞 「お/ご 」 に 関 す る研 究 は 、 三 喜 田(2003)、 金(2004)な ど に 見 られ る。 三 喜 田

(2003)で は、 接 頭 辞 「お」 が語 に与 え る意 味 変 化 に つ い て 研 究 され て お り、 金(2004)で は手

紙 文 や ス ピ ー チ な ど で 使 用 さ れ る 「お/ご 」 の表 現 に つ いて 研 究 され た もの で あ る。 いず れ も

「お/ご 」 の 判 定 基 準 に直 接 関 わ る研 究 と な って い な い。 中 西(1995)で は、 判 定 基 準 は語 種 に

あ る と して い る。 しか し一 部 に は 「お き れ い な 」 「お元 気 な 」 な ど 「お」 が漢 語 につ くケ ー ス も

多 数 あ る。 梅 原(1995)で は 「名 詞 の敬 語 法 」 を 取 り上 げ、 「お/ご 」 に つ い て は語 種 に よ って

判 定 され るが 例 外 も多 い と説 明 さ れ て い る。 実 際 に は和 語 で あ って も 「大 きい」 「四 角 い」 「危 な

い 」 「危 険 な」 「お も しろ い」 な どは付 きに くい可 能 性 を持 つ とい う傾 向 が見 られ る。 原 則 に つ い

て は、 柴 田(1957)に よ り語 種 以 外 の 「「お」 の付 きに くい 傾 向 」 が ア ンケ ー ト調 査 に よ り見 出

され て お り、 この調 査 は後 に示 す 「待 遇 表 現 』(1993)に も整 理 され て 引 き継 が れ て い る。 大 原

則 は語種 で あ って も、 例外 が 多 い とい う先 行 研 究 に基 づ き、 「お/ご 」 の 付 か な い傾 向 を 再 考 し、

初 級 で 提 示 で き るよ うに 整理 した い。

「お/ご 」 の 付 く名詞 に つ い て は村 田(2009)で 考 察 を行 い、 用 法 分 類 を行 った。 そ の発 展 と

して 、 本稿 で は形 容詞 の敬 語 表現 を研 究 す る こ とに した。 そ こに は名 詞 だ け で は考 察 で きな か っ

た 「お/ご 」 の 付加 判 断、 さ らに は 名詞 の敬 語 表 現 と して も可 能 で あ る 「お/ご ～ で す」 の敬 語

表 現 を 「(お/ご)～ て/で い ら っ しゃ る」 と比 較 す る こ と に よ り、 主 語 の範 囲 を 制 限 で き る の

で はな い か と考 え た。

本 稿 で は先 行 研 究 と同様 に、 「お/ご 」 が 付 くか付 か な い か の 厳 密 な判 定 基 準 を 明 らか にす る

もの で はな く教 育 現場 で の 指 導 の た め に 「お」 の付 け られ な い条 件 を提 示 す る こ と、 形 容 詞 の敬

語 表 現 の 用 法 を 明 らか に す る こ とを 目的 とす る。

1、 初 級 レ ベ ル 形 容 詞 の 敬 語 表 現

ま ず は初 級 に お け る形 容 詞 を 限定 す るた め、 初 級 レベ ル の教 科 書 よ り形 容 詞 を抽 出 した。 対 象

教 材 は7種 類 で あ るが、 教 科 書 ご とに巻 数 が異 な るた め冊 数 は合 計16冊 が対 象 とな って い る。 日

本 語 能 力 試 験3級1の 過 去 問 題 に つ い て も考 察 した が、 そ こか ら抽 出 した形 容 詞 はす べ て 初 級 教

1.日 本語能力試験 はN1～N5で レベル分 けされてお り、N1に 進む ほど抽象 的な 日本 語が理解で きるとされ

ている。N3は 日常的 な場面での 日本語が ある程度理解で きる レベルであ る。

(国際交流基金 日本語能 力検定HP参 照http://www.jlpt.jp/about/levelsummary.html)



材で網羅されているため、本稿では区別せずに扱 っている。

表1:初 級形容詞に関する教材分析

「みんなの日本語1・II』(2005)『 初級 日本語上 ・下』(1993)は100語 を越えているので、他

と比較 しても多めとなっている。形容詞の分類別にみると、属性形容詞のイ形容詞が多 く、ナ形

容詞はどの形容詞 もイ形容詞の半分以下 となっている。感情 ・感覚形容詞のナ形容詞はどの教科

書においても4～8語 と数にさほどばらつきが見 られない。

本稿では初級 レベルでの敬語表現導入を提案するため、 これらの形容詞の異なり語数約150語

を分析の対象とし、考察を進めていきたい。

1-1:日 本語教育における敬語表現の扱いについて

初級における形容詞敬語表現の扱いはどのようになっているのだろうか。形容詞の敬語表現を

考察するにあたり、特定形(「 召 し上がる」「い らっしゃる」「お目にかかる」など)を 除 く動詞

の敬語表現である 「お/ご ～になる」、「お/ご ～する」、その他形容詞の敬語表現、の3点 の導

入に関 して考察する。動詞の敬語表現は形容詞の敬語表現 と共通点をもっているため分析対象 と

する。

表2:初 級レベルにおける動詞、形容詞の導入(対 象教材:初 級教材)



どの教材においても、「お～になる/す る」は導入されているが、「ご～になる/す る」になる

と半分の教材が導入されておらず特定形の提示にとどまっているため、生産性を持たない表現 と

思われる可能性がある。形容詞の敬語表現においてはすべての教材で体系的に導入されることは

な く、語句の提示や会話表現での導入になっている。

1-2:形 容詞の敬語表現

形容詞の敬語表現は、「お忙 しいですね。」「ご立派な方」のように 「お/ご+形 容詞」の形で

使用する。 日本語教育での導入へ向けて敬語表現を機能別に整理 し提示 していく。菊地(1997)

では次のように説明されている。

表3:菊 地(1997)に よる尊敬語と謙譲語

初級において音便形を習得す ることは負担だ と考えられるため、本稿では謙譲表現である

「(音便形)+ご ざいます」を除いて考察を進めたい。また謙譲表現として 「おうらやましい」「お

なつか しい」があげられているが、尊敬語 と同じ 「お/ご ～です」 という形をつかってこれらの

形容詞を表現できる。

先生 こそお珍 しいですね、何時も眼の廻 るようなご多忙さだと伺 っておりますのに

「白い巨塔」山崎豊子 新潮社

この 「お珍 しいです」 という表現は、話 し手の 「珍 しい」 という気持ちが 「先生」へ関わるの

で、謙譲表現となる。 しか し 「～て/で いらっしゃる」を用いるとどうだろうか。



*「 先生がこちらにいらっしゃるなんて、お珍 しくていらっしゃいますね。」

*「 社長がそんなことをされるなんて、お恥ずかしくていらっしゃいますね。」

形容詞の意味的としては 「珍 しい」「恥ずか しい」が話 し手の感情をあ らわすので、「そう」

「がる」を後接 し話 し手以外の感情 とすれば尊敬表現を表せる。「嬉 しい」「悲 しい」などの形容

詞との違いは、どちらも話 し手の感情を表せるが、「嬉 しい」「悲 しい」 という感情が高めようと

する人に関わ らないため謙譲表現とできない点にある。一方、「～て/で いらっしゃる」は必ず

話 し手以外の高めようとする人の状態を表すので謙譲表現を表せない。そこで、謙譲表現 として

尊敬語と同 じ 「お/ご ～です」のみ用いることができるとする。

謙譲表現が表せるのは話 し手の状態を表す 「懐か しい」「恥ずか しい」「うらやましい」「珍 し

い」「かわいそうな」「気の毒な」に限られ、そのほかの形容詞では表すことができない。形容詞

の敬語表現は形容詞の意味によって尊敬 と謙譲のどちらの表現に使えるかが異なるのである。

初級形容詞の敬語表現 は以下のようにまとめられる。

表4:形 容詞の敬語表現

「お/ご 」 の 付加 に つ い て は、 「て/で い らっ しゃ る」 で は付 け な くて も可 能 だ が 、 「お/ご ～

で す 」 で は 「で す」 に よ って尊 敬 を表 す こ とが で きな い た め、 「お/ご 」 が 必 要 と な る。

お の 付 い た 形 付 か な い形

「お忙 し くて い ら っ しゃ る。」(尊 敬 語)「 忙 し くて い ら っ し ゃ る。」(尊 敬 語)

「お忙 しい で す。」(尊 敬 語)「 忙 しい で す。」(丁 寧 語)

表5:「 お/ご ～ で す」 「(お/ご)～ て/で い ら っ しゃ る」 の 異 な る 点

2.「 懐か しい」 は初級教科書 に含 まれていない。



2、 初 級 形 容 詞 と 「お/ご 」 に つ い て

「お/ご 」 は前 述 の よ うに文 法 的 な規 則 は な く緩 や か な基 準 で あ るた め、 現 在 の使 用 状 況 と し

て 「お きれ い な」 の よ うな 漢語 、 さ らに名 詞 で は付 か な い とさ れ る外 来 語 に 「お」 を付 け る こ と

もま れ に あ る。

中西(1995)な どの 先行 研 究 に よ る と 「お/ご 」 は語 種 によ って 区別 で き る と述 べ られて い る。

現 在 、 大 原 則 と して は語 種 で あ る とさ れ て い るが、 「お 元 気 な」 「お上 手 な」 な ど の よ うに漢 語 に

「お」 の付 く例 外 も多 数 あ る。 教 育 現 場 に お い て は、 語 種 の 判 断 を導 入 して も例 外 が 多 い と な る

と、 教 師 側 も語 種 を提 示 しに くい。 そ の例 外 を少 しで も減 らす た め に、 本 稿 で は 『日本 語 教 育 指

導 参 考書2待 遇 表 現 』(1993)「 お(ご)の 付 け方 」 の判 断基 準 の ど れ を重 視 す べ きか考 え る。

2-1:大 原 則 で あ る 語種 に つ い て

ま ず は 「お/ご 」 の 大 原 則 で あ る和 語 か漢 語 か と い う語 種 に つ い て再 考 して い き た い。 「お」

の 付 か な い形 の初 級 形 容 詞 の 語 種 を 「日本 語 教 育 の た め の基 本 語 彙 調 査 』(1984)に 基 づ き判 定

し、 形 容詞 の語 種 の判 断 を行 った。

語 種 に よ る形 容詞 分類

イ 形 容詞 … 漢語0語 和 語89語 ナ形 容 詞 … 漢 語43語 和 語12語3

混 種語45語(「 か っ こい い」 「大 好 き な」 「大 嫌 い な」 「す て き な」 「だ め な」)

外 来語3語(「 モ ダ ンな」 「シ ンプ ル な」 「ハ ンサ ム な」)

イ 形 容詞 は漢語 が な く、 す べ て和 語 で あ る。 そ れ に対 して ナ形 容 詞 は す べ て漢 語 とい うわ け で

はな く、 和語 も数語 混 在 して い る。 「お」 の付 き う る漢 語 は多 数 見 られ るが 、 「ご」 の付 き うる和

語 は 「ご も っ と も」 「ごゆ っ く り」 な ど以 外 に は な い た め 、 イ形 容 詞 に は一 般 的 に は 「お 」 が付

き う る と して よ い だ ろ う。 しか し 「お も しろ い 」 「つ ま らな い」 な ど、 語 種 に関 係 な くつ き に く

い 語 も見 られ る。 ま た ナ形 容 詞 に は和 語 に 「お」 の付 く語 の ほ か に、 漢 語 に 「お」 の付 く語

(「きれ い な」 「元 気 な」 「上 手 な」 「邪 魔 な」)、さ らに 「大 嫌 い な」 な ど の 「お/ご 」 の付 か な い

語 が見 られ る。 以下 に は語 種 基 準 の 例 外 を 除 い た 「お/ご 」 の付 か な い語 につ い て考 察 して い く。

2-2:初 級 に 適 す る 語種 以 外 の 「お/ご 」 の付 か な い条 件 に つ い て

語 種 以 外 の 「お/ご 」 が付 か な い とさ れ る条 件 に つ い て、 「日本 語 教 育 指 導 参 考 書2待 遇 表 現 」

(1993)「 お(ご)」 の付 け方 」 に基 づ き ど の条 件 が よ り重 視 され るか の 傾 向 を 見 出 して い く。

3.ナ 形容詞 の和語:「 嫌(い や)な 」 「嫌 いな」 「好 きな」 「幸せ な」 「静 かな」 「す て きな」「大嫌 い な」

「大好 きな」 「苦手 な」 「に ぎやかな」 「暇な」 「楽 な」)

4.混 種語 とは、「和語+漢 語」 「漢語+和 語」 のように語種 の異 なる語 の組み合わせを指す。



【例 外 の 傾 向 に つ い て 】

「お/ご 」 の付 い た形 の形 容 詞 が どの ぐ らい使 用 さ れ て い るの か を イ ン ター ネ ッ ト用 例 、 現 代

日本 語 書 き言 葉 均 衡 コ ーパ ス 「少 納 言 」(以 下KONOTOHA)、 小 説12冊 を用 い て調 査 を行 っ

た 。

内 省 は考慮 して い な い。 付 い た例 が あ った か、 な か った か だ け を基 準 とす る。

緩 や か な基 準 で あ るた め付 き う るは ず で あ るに もか か わ らず、 付 い た例 の な か った形 容 詞 が見

つ か った。 そ れ と初級 形 容 詞 と付 き合 わ せ た結 果 を以 下 に提 示 す る。

イ形 容 詞

青 い*、 明 るい 、 暖 か い*、 新 しい*、 危 な い、 あ や しい、 い い、 薄 い、 うま い、 うる さ い、

お い しい*、 多 い*、 大 きい*、 お か しい*、 遅 い*、 お とな しい*、 重 い*、 お も しろ い*、

か っ こい い*、 悲 しい、 辛 い、 か わ い い、 汚 い*、 細 か い、 濃 い、 こわ い、 四角 い、 白 い、 少

な い、 す ごい、 涼 しい、 す ば ら しい*、 正 しい、 つ ま らな い*、 眠 い、 低 い、 ひ ど い、 欲 しい、

細 い 、 ま ず い*、 丸 い、 易 しい、 軟 らか い*

ナ形 容 詞

意 地 悪 な*、 一 生 懸命 な*、 い ろ い ろ な*、 が ん こな*、 簡 単 な*、 危 険 な、 貴 重 な、 急 な、

残 念 な*、 十 分 な*、 深刻 な*、 シ ンプ ル な*、 す て きな、 大 嫌 い な*、 大 丈 夫 な*、 大 好 き

な*、 だ め な 、 適 当 な*、 特 別 な*、 ハ ンサ ム な*、 複 雑 な*、 変 な、 便 利 な、 ま じめ な、 無

駄 な 、 モ ダ ンな*、 有 名 な*

「*」 の付 い た語 は、 「お/ご 」 が 付 き に くい条 件 に 当 て は ま る語 で あ る。 モ ー ラ数 は言 い き

りの 形 で 語 尾 の 「い」 「な」 を含 め5モ ー ラ以 上 の語 で判 定 した 。 先 行 研 究 の 「お/ご 」 の付 か

な い 条 件 と照 合 す る と、 以 下 の よ うに な る。

5.名 詞 については 「お ビール」 「おサイズ」 などが見 られる。

6.動 詞 については 「お置 きにな る」 など、 「お」 で始 まる語 に も付 く。



それぞれの条件に適する形容詞を数量的な判断を行うため、条件にあう 「初級形容詞」、そこ

から 「お」の付かない形容詞を算出 し、以下に数を示 し表にまとめた。

表8:初 級形容詞 「お」の付かない語の語数

それぞれの条件に適する形容詞か ら 「お」の付かない語を調査 し割合を計算 した結果、「外来

語」「「お」で始まる語」は100%と なった。初級形容詞においては、 コーパス上 「お」の付 く語

が見つかっていないため、 このような結果となった。 これらは 「お」の付 く形容詞の形態に関わ

る条件である。 もちろん例外がないとはいえないが、初級においてこれらの条件については必ず

付かないと提示 しても、学習者に混乱は起 きないであろう。

しか しその他の音韻的な条件である 「モーラ数の長い語」、意味的な条件である 「下品 ・悪感

情の語」「ある意味の語」は形態的な条件と比較すると大変緩やかである。

語数順に付かない条件を並べると、以下のようになる。



左から右へ、条件の割合が高いものから順になっている。「外来語」「「お」で始まる語」がま

ず適用されて しまうと、「お」を付けられないという判断をされることになる。

最も緩やかな条件であるのは、「モーラ数の長い語」である。「モーラ数」の設定を5モ ーラ以

上としたが、次の15語 は5モ ーラ以上の語で 「お/ご 」がつき例外 となる。

「忙 しい」「美 しい」「懐か しい」「恥ずか しい」「難 しい」「珍 しい」「安心な」「安全な」

「かわいそうな」「幸せな」「親切な」「心配な」「丁寧な」「にぎやかな」「必要な」

これ らの語には 「お/ご 」が付けられるが、「必要な」 はコーパス上 「お/ご 」 ともに付けら

れていることを、ここで指摘 してお く。またモーラ数を5と 設定 したが、6以 上にすると表4の

語が 「お/ご 」の付かない例外 となり、上記の15語 は例外ではなくなる。どちらの基準におい

ても、例外の数が多いことは事実である。基準 となる長さは、5な いし6と いうしかない。

以上、和語か漢語かという語種基準のほかに、付かない基準 とされるものの傾向を考察 してき

た。初級の段階では、形容詞について形態的な条件である 「外来語」「「お」の付かない語」 と

いう二つの条件は提示するとよいだろう。

3、 敬語形容詞 の意 味的な側 面 と文 法的な側面 について

3-1:敬 語形容詞の分類

抽出 した形容詞を敬語の側面から分類することを試みる。西尾(1972)で は、属性形容詞、感

情 ・感覚形容詞に大 きく分類できるとしている。 また八亀(2003)で は 「赤い」「大きい」とい

う属性を話 し手が評価的に結びつけるという点においてすべての形容詞に評価性が認められると

しながら、「質」「関係」「特性」などには恒常的な本質であるために時間的限定性がなく、「状態」

「運動」 は一時的な現象であるため時間的限定性があるとしている。 この二本軸 により形容詞の

分類を行っている。

本稿では西尾(1972)、 八亀(2003)に 基づき、敬語 としての形容詞を考えるため人にどう関



わるかを考慮 し客観性に焦点をあて分類 していく。話 し手が話 し手以外の人またはものなどを評

価するため、ある程度客観性を帯びなければ言い述べられないという側面を持つため、主観的な

語とは区別 してお く必要がある。

① 高めようとする人の性質 ・性格 「大 きい」「強い」など

② 高めようとする人、話 し手の感情 ・感覚 「懐かしい」「かなしい」など

⑧ 高めようとする人の好み 「好 き」「嫌い」「嫌な」など

④ 高めようとする人が付帯する 「もの」や 「コト」など

⑤ 多義的な語 ・揶揄的な語 「お寒い」「お偉い」など

形容詞の敬語表現の主語になりうる語は高めようとする人、その人に関わるものやコトである

ため 「人」や 「もの ・コ ト」で第1分 類 し、さらに形容詞のもつ客観性 と主観性 より、客観的な

性質から主観的な性質へと第2分 類 した。感情 ・感覚を好みと別にしたが、それは客観性を表す

「そう」「がる」が後接できるかそうでないかで分けられるためである。そのため、②高めようと

する人の感情 ・感覚 は 「話 し手」ではなく話 し手以外の人の感情 ・感覚 となり、「そう」「がる」

が後接 しないと言い述べられない。

八亀(2003)に ある 「動作、状態」を表す形容詞については、初級の段階で動作に関わる形容

詞は 「忙 しい」のみであり、分類項 目として取 り上げる必要はないと判断した。また 「⑤多義的

な語 ・揶揄的な語」 は形容詞が持つ本来の意味から転 じ、敬語であっても聞き手を揶揄するよう

な働きを持つ語である。相手に与える印象が異なるため、別に分類する必要がある。

3-2:敬 語表現と主語

角田(2010)に よると所有者への敬意を、所有物を通 して間接的に表現することがあり、 この

所有者敬語には次に述べる所有傾斜が見られるとしている。形容詞の敬語表現は 「お/ご ～です」

「(お/ご)～ て/で いらっしゃる」であったが、これ らは主語が人の場合と、人に関する 「もの」

の場合ではどち らを選択するのかは異なるのではないだろうか。「～て/で いらっしゃる」 は

「いる」の尊敬語として形容詞の敬語表現を作り出すが、「です」は丁寧語でもあり 「お/ご 」を

付加すれば尊敬語にもなりうる。丁寧語 としても使用できるのであれば、「いる」 よりは幅広い

主語に対応できるのではないかと予想される。

本稿では角田(2010)に 基づき、分離可能な所有物 と高めようとする人の距離を基準に、「(お

/ご)～ て/で い らっしゃる」 と 「お/ご ～です」の表現がどの項目においても適するのかを用

例(青 空文庫、現代 日本語書き言葉 コーパス 「少納言」(以 下KOTONOHA)、 小説等)を 見な

がら、確認 していきたい。



「お/ご ～ で す 」 で は、 所 有 傾 斜 の ど の項 目 にお いて も用 例 が見 つ か って い る。 しか し 「(お

/ご)～ て/で い ら っ しゃ る」 で は、 「身 体 部 分/属 性 」 の 用 例 しか な く、 高 め よ う とす る人 か

ら分 離 で き る もの に な る と用 例 が 見 つ か って い な い た め 、 「もの 」 主 語 の場 合 に は使 い に く くな

るの だ ろ う。 初 級 で は幅 の広 い 「お/ご ～ で す」 の ほ うが、 導 入 しや す い と考 え られ る。

「お/ご ～ で す」 は 「お/ご 」 の判 別 を しな け れ ば な らな い難 しさ は残 るが、 何 が主 語 に立 っ

て も敬語 表 現 に な り う る とい う点 に お い て は、 とて も便 利 な表 現 で あ る。

3-3:敬 語 形 容 詞 の 文 法 的 な側 面 に つ い て

最 後 に 、 敬語 表 現 に お け る形 容 詞 と格 との 関係 を考 察 して お きた い。 森 田(2008)に よ る と形

容 詞 の取 る文 の 形 は大 き く分 け る と6通 りあ り、 意 味 と して は状 態 、 属 性 、 比 較 、 関係 、 状 況 、

7.身 体部 分、 属性 は高 めよ うとする人 か ら最 も近 い距離 であるので、 これ らは同項 目と して扱 う。

8.高 めよ うとす る人 が何 らかの形 で手 を掛 け作成 された 「もの」 を示 す。



有 無 、程 度 、 感情 ・感覚 を表 せ る。 本 稿 で は そ の な か で高 め よ う とす る人 、 もの、 コ トが主 語 に

な り 「お/ご+形 容 詞 一トで す 」 「(お/ご)一 ト形 容 詞 一トて/で い ら っ し ゃる」 を後 接 させ 敬 語 表 現

が 成 立 す る形 に 限 る。

ま た 森 田(2008)「(a)AハBニ/ニ ハ 形(関 係 ・状 況)こ の服 は 弟 に は大 きい。」 と して と り

あ げて い る 「ニ」 は 、 「日本 語 文 型 辞 典 』(2003)に よ る と 「評 価 の 基 準 」 とあ る。 ま た こ れ は

「ニ トッテ」 で も言 い換 え る こ とが で き るが 、 これ を 「日本 語 文 型 辞 典 』(2003)で は 「「そ の立

場 か らみ れ ば」 とい う意 味 で、 人 や組 織 を表 す名 詞 を と る」 と説 明 して い る。

形 容 詞 の 敬語 表 現

①Aハ+(お/ご)形 容 詞A=高 め よ うとす る人

②Aハ+Bガ ート(お/ご)形 容 詞A=高 め よ う とす る人

⑧Aハ+Bニ+(お/ご)形 容 詞A=高 め よ うとす る人B=コ ト、 人

④Aハ+Bト ート(お/ご)形 容 詞A=高 め よ う とす る人B=人(制 限 な し)

⑤Aハ+Bニ トッテ+形 容 詞B=高 め よ う とす る人

例 文

① 先生 はお忙 し くて い ら っ しゃ る。

② 社長 は背 が 大 き くて い ら っ しゃ る。

③ 社長 はメ カ に お詳 しい で す ね。

④ 社長 は私 の と もだ ち と親 しくて い ら っ し ゃ る。

⑤ この 車 は社長 に と って必 要 で い ら っ しゃ る。

① か ら④ は必 ず 高 め よ う とす る人 一Aと な り、 敬 語 表 現 が 成 立 す る。 しか し⑤ の場 合 、A≠ 高

め よ う とす る人 に は な らずB一 高 め よ う とす る人 とな り、 間接 的 にか か わ る と きで も敬 語 表 現 と

な る。

小 矢 野(1980)に よ る と、 「ニ」 を と る形 容 詞 の文 は、 「適 ・不 適 の よ り ど こ ろ」(「 ふ さ わ し

い 」 「必 要 な」 「適 当 だ」 な ど)「 対 人 的 な態 度 」(「 優 しい」 「親 切 だ 」 「丁 寧 だ」 「失 礼 だ 」 な ど)

「もの ご と に対 す る態 度 」(「 一 生 懸命 だ」 「熱 心 だ 」 「難 しい」 な ど)「 対 人 的 な感 情 」(「 痛 い」

「悲 しい」 「嬉 しい」 な ど)「 能 力 の発 揮 され る対 象 」(「 強 い」 「明 る い」 「詳 しい」 な ど)の4つ

で あ る と して い る。③ は この 「もの ご とに対 す る態 度 」 に相 当 し、 ⑤ は 「適 ・不適 の よ りど こ ろ」

に 相 当 す る。

「ニ」 と 「ニ ト ッテ」 の 違 い は主 語 に あ る。 ③ の主 語 は高 め よ う とす る人 とな る が、 ⑤ は そ う

で はな い。 「高 め よ うとす る人 」 を基 準 に適 切 か 不 適 切 か 話 し手 が 判 断 す る と い う表 現 と な る。

ま た ⑤ の よ うに 「ニ」 「ニ トッテ」 を と る初 級 形 容 詞 は 「安 全 な 」 「嫌 な 」 「薄 い」 「狭 い」 「広



い」「簡単な」「危険な」「貴重な」「必要な」である。 これらの形容詞は主語に高めようとする人

をとらず、なおかつ 「お/ご 」の付いた用例が見つからなかった。 これらは前述の 「お/ご 」の

付かない条件には入っていない。高めようとする人に直接的でなく間接的にかかわり、また 「お

/ご 」もつかない。

ま と め

形容詞の敬語表現を早い段階で導入できるよう、対象 とする形容詞を初級に限定 し、意味的な

側面と文法的な側面の考察を進めてきた。形容詞の敬語表現には人 と、人にかかわるものを主語

とする2つ のパターンがあり、 これらは主語や機能によって区別される。基本的には 「(お/ご)

～て/で いらっしゃる」 は人に対 して使 うことができるが、「お/ご ～です」 は幅広 く使 うこと

ができる反面、必ず 「お/ご 」を付加 しなければならない。その付加基準は、初級段階で語種以

外は 「外来語」 と 「「お」で始まる語」も付かない条件と提示 してよいと言える。

教育現場で導入する際、初級段階では尊敬表現に焦点を当て、制限の少ない 「お/ご ～です」

の表現を文法的に導入すると同時に、「お/ご 」の付加判定基準として、語種基準 とともに 「外

来語」「「お」で始まる語」は付かないことを明示すべきである。

今後は 「うれしそうでいらっしゃる」「かなしそうでいらっしゃる」など聞き手、または第三

者の感情をあらわす感情形容詞、感覚形容詞 と 「そう」が後接 した敬語表現、また 「うれしがっ

ていらっしゃる」など 「がる」を後接 し、形容詞を動詞化 した形の敬語表現について考察を進め

ていきたい。
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『み ん な の 日本語 初級1・II』 　 2005　 ス リー エ ー ネ ッ トワー ク

使 用 コ ーパ ス

青 空 文 庫 　http://www.aozora.gr.jp/

KOTONOHA「 現 代 日本 語 書 き言 葉 均 衡 コ ーパ ス 」 少 納 言

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 http://www.kotonoha.gr.jp/shonagon/

用 例 出典 ① ～ ⑧

① 　KOTONOHA　 Whydunitユ ール 著

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 集 英 社 　 http://www.kotonoha,gr.jp/shonagon/search_result

② 「華 麗 な る一 族(一)(山 崎 豊 子 全 集10)」 山 崎豊 子 　新 潮 社

③ 「院長 の恋 」 佐 藤愛 子 講 談 社

④KOTONOHA　 Yahoo知 恵 袋http://www.kotonoha.gr,jp/shonagon/search_result



⑤ 「女系家族(山 崎豊子全集4)」 山崎豊子 新潮社

⑥TopYell8月 号

⑦ 「女系家族(山 崎豊子全集4)」 山崎豊子 新潮社

⑧ 「華麗なる一族(一)(山 崎豊子全集10)」 新潮社




